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全日本年金者組合中央本部
年 金 相 談　室

＊　後期高齢者医療制度をただちに廃止せよ、安心できる医療制度をつくれ

＊　国は「宙に浮いた・消えた年金記録で一人の被害者も出さない」という約束を最後まで守れ
＊　当面　加入期間１０年で年金を支給せよ
· 全額国庫負担による最低保障年金制度をつくれ
第三者委員会が、組合員・Ｉ さんの主張を認め、年金記録を回復できた！

通常、保険料は2年以上さかのぼって支払うことはできません。しかし、昭和40年代、50年代に、

2年以上さかのぼって支払うことができたときがあります。「特例納付」といって、3回実施されました。

　Ｉ　さんは、鍼灸院を開業したばかりでしたが、将来を考えこの制度を使い、まとめて支払いました。

かなりの金額であり、支払った記憶もありました。

　ところが、自分の年金記録を見て驚きました。この分が納付されていないことになっていました。

何度も社会保険事務所に行きましたが、古いことで領収書もなく認めてもらえませんでした。

　年金相談室では、かなり長期にわたって相談を受けていたのですが、第三者委員会に持ち込もう

ということになりました。この間、Ｉ さんはテレビにも出て主張しました。

　第三者委員会は、社会保険事務所に窓口が置いてあります。申し出ると、かなりの量の文書を渡さ

れます。この記入が重要なのですが、大変な作業です。　Ｉ　さんはがんばりました。

Ｉ　さんは、まとめて国民年金の保険料を払ったことを、開業当時に数人の患者さんに話していまし

た。この人達が証言してくれたことも、役に立ったと思います。

　ついに、第三者委員会から待ちに待った通知がきました。Ｉ さんの主張が認められたのです。

Ｉ さんは、「自分の人生でこんなに嬉しいことはなかったと思っている、そのくらい嬉しい」と言いま

した。あきらめないで長期間、主張し続けた結果です。

　この例は、多くの人達を励まします。「年金記録問題は国の責任である、あきらめないで主張すれば

道はひらける」ことを示しています。

年金相談室は、これからの第三者委員会の役割に注目し続けたいと思っています。

年金者組合では、組合員はもちろん、組合員以外の方からの年金相談を歓迎します。

全県に県本部があり、支部があり、さらに中央本部があります。ご相談ください。
　

　企業年金コーナーもあります。ご愛読ください。

中央本部・年金相談室から

＊　年金相談日は、毎週、火曜日と木曜日、午前１１時から午後４時まで

電話・ＦＡＸ・手紙・メールなどで、相談・意見・質問なんでもお寄せください。

電話：０３－５９７８－２７５１　　ＦＡＸ：０３－５９７８－２７７７　メール aae41550@pop21.odn.ne.jp
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